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（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 32,358 32.4 1,202 317.7 1,589 125.1 811 61.7

2021年３月期 24,437 △8.9 287 △32.8 706 △0.2 501 9.0

（注）包括利益 2022年３月期 911百万円 （△48.0％） 2021年３月期 1,751百万円（－％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年３月期 21.76 － 5.2 4.2 3.7

2021年３月期 13.46 － 3.5 2.1 1.2

（参考）持分法投資損益 2022年３月期 179百万円 2021年３月期 244百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期 40,086 16,999 39.8 427.44

2021年３月期 35,886 16,216 42.4 407.87

（参考）自己資本 2022年３月期 15,936百万円 2021年３月期 15,207百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2022年３月期 1,078 △1,602 861 3,329

2021年３月期 1,253 △1,707 519 2,988

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当率
（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年３月期 － 0.00 － 3.00 3.00 111 22.3 0.8

2022年３月期 － 0.00 － 5.00 5.00 186 23.0 1.2

2023年３月期（予想） － 0.00 － 5.00 5.00 23.3

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 33,000 2.0 800 △33.5 1,000 △37.1 800 △1.4 21.46

１．2022年３月期の連結業績（2021年４月１日～2022年３月31日）

（２）連結財政状態

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当連結会計年度の期首から適用して
おり、2022年３月期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

（％表示は、対前期増減率）



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期 37,286,906株 2021年３月期 37,286,906株
②  期末自己株式数 2022年３月期 2,605株 2021年３月期 1,835株
③  期中平均株式数 2022年３月期 37,284,685株 2021年３月期 37,285,404株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 28,449 36.0 892 754.1 1,253 189.8 554 59.0

2021年３月期 20,912 △10.1 104 △51.7 432 11.0 348 22.5

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期 14.88 －

2021年３月期 9.36 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期 32,953 12,924 39.2 346.66

2021年３月期 29,905 12,708 42.5 340.86

（参考）自己資本 2022年３月期 12,924百万円 2021年３月期 12,708百万円

※  注記事項
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：有
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無
（注）詳細は、添付資料Ｐ.11「連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変
更）」をご覧ください。

（３）発行済株式数（普通株式）

（参考）個別業績の概要

2022年３月期の個別業績（2021年４月１日～2022年３月31日）

（２）個別財政状態

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注
意事項等については、添付資料３ページ「（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

　当連結会計年度における世界経済は、欧米各国を中心に新型コロナウイルス感染症対策としての行動制限が緩和

されるなど、経済活動再開の動きが見られました。他方、世界的な物価上昇が続き、さらにはウクライナ情勢が急

激に悪化するなど、依然として先行きが不透明な状況にあります。わが国経済においては、感染力の強い変異株の

猛威により限定的な経済活動を強いられるなど、厳しい状況にありました。

　当社グループを取り巻く環境においては、原油・油脂相場の高騰が続いた結果、取扱製品の大部分について原料

価格が上昇しました。また、世界的な物流停滞により、輸出・輸入ともに苦戦を強いられました。

　このような環境のなか、当社グループにおきましては、製品の供給責任を果たすべく、感染予防対策を徹底した

上で事業活動の維持に努めました。業績面においては、収益性の高い製品の一時的な需要拡大や、厳しい事業環境

に対応するためコスト削減に注力した結果、新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けた前連結会計年度に比

べ回復いたしました。また、当連結会計年度よりスタートした中期経営計画に基づき、モビリティや電子材料向け

樹脂原料などの高付加価値製品の拡販を進めたほか、バイオマス由来製品のラインアップを拡充するなど、環境課

題の解決に資する事業を推進しました。

　この結果、当連結会計年度における当社グループの売上高は、323億５千８百万円（前期比32.4％増）となり、

損益面では、営業利益12億２百万円（前期比317.7％増）、経常利益15億８千９百万円（前期比125.1％増）、親会

社株主に帰属する当期純利益は８億１千１百万円（前期比61.7％増）となりました。

　主要製品の概況は次のとおりであります。

　生活産業関連向け製品においては、食品・医薬品向け添加剤及び日用品向けの結晶核剤が堅調に推移したもの

の、原料の調達難に見舞われたトイレタリー・繊維油剤原料向けアルコール・脂肪酸の販売が低迷しました。しか

しながら、原料価格高騰に伴う製品価格の見直しなどの対応を行った結果、売上高は前年を上回りました。

　床材や電線被覆材などの建材向け原料である可塑剤製品は、物流の混乱や海外市況の高騰により、海外競合品の

流入が減少した結果、国内顧客への販売が堅調に推移しました。さらに、原料価格の高騰を受けた製品価格の見直

しを行ったことから、売上高は前年を上回りました。

　自動車産業向け製品においては、タイヤ向け脂肪酸および自動車塗料向けの樹脂原料が堅調に推移し、売上高は

前年を上回りました。

（２）当期の財政状態の概況

　当連結会計年度末の総資産は前期末比11.7％増、金額で41億９千９百万円増加の400億８千６百万円となりまし

た。

　流動資産につきましては、受取手形及び売掛金が増加した影響などにより前期末比29.7％増、金額で48億７千９

百万円増加の213億２千９百万円となりました。固定資産につきましては、投資有価証券の売却などにより前期末

比3.5％減、金額で６億８千万円減少の187億５千７百万円となりました。

　流動負債につきましては、支払手形及び買掛金が増加したことなどにより前期末比16.7％増、金額で19億３千６

百万円増加の135億４千９百万円となりました。固定負債につきましては、長期借入金が増加したことなどにより

前期末比18.4％増、金額で14億７千９百万円増加の95億３千６百万円となりました。

　純資産につきましては、利益剰余金が増加したことなどにより前期末比4.8％増、金額で７億８千３百万円増加

の169億９千９百万円となりました。

　この結果、当連結会計年度末の自己資本比率は39.8％となりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会計年度末に比べ、

３億４千万円増加し、33億２千９百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、資金は10億７千８百万円増加（前期は12億５千３百万円増加）しました。これは主に、税金等

調整前当期純利益９億３千万円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、資金は16億２百万円減少（前期は17億７百万円減少）しました。これは主に、有形固定資産の

取得による支出17億８千３百万円によるものであります。
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、資金は８億６千１百万円増加（前期は５億１千９百万円増加）しました。これは主に、長期借

入金の純増15億５千２百万円によるものであります。

（４）今後の見通し

　今後の経済情勢につきましては、新型コロナウイルスの感染拡大に伴う行動制限が徐々に緩和され、経済活動が

活発化することが期待されます。しかしながら、ウクライナ情勢の悪化による地政学リスクの高まりに加え、原油

や動植物油脂など原料価格の高騰が長期化することが懸念されます。

　このような状況のなか、当社グループでは、原料調達難や物流網混乱のリスクを最小限に留めるべく、サプライ

チェーンの見直しを進めてまいります。また、ウィズコロナ・ポストコロナ時代における市場の変化に機敏に対応

し、既存事業の強化と新たな需要の取り込みに注力してまいります。

　そして、当連結会計年度より始動した中期経営計画（2022年３月期～2026年３月期）に基づく成長戦略を着実に

実行してまいります。なかでも、事業を通じた環境課題の解決に重点を置き、2022年４月に新設した「ＣＮ（カー

ボンニュートラル）推進室」を中心に、製造プロセスや製品構成の再構築を進めてまいります。そのほか、全社的

なデジタル化の推進や、新たな人事評価制度の導入など、業務の在り方と組織風土の改革を加速してまいります。

　これにより、2023年３月期の通期連結業績につきましては、売上高330億円、営業利益８億円、経常利益10億

円、親会社株主に帰属する当期純利益８億円を見込んでおります。なお、当該業績予想は当社が現在入手している

情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能

性があります。当該影響が想定以上に深刻化することなどにより、今後、開示すべき事項が発生した場合には、速

やかにお知らせいたします。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務諸

表を作成する方針でおります。

　なお、ＩＦＲＳの適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針でおります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,148 3,495

受取手形及び売掛金 9,281 12,168

商品及び製品 1,913 2,137

仕掛品 1,004 1,419

原材料及び貯蔵品 853 1,786

その他 251 324

貸倒引当金 △2 △2

流動資産合計 16,449 21,329

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,284 3,229

機械装置及び運搬具（純額） 1,694 1,338

土地 4,281 4,281

リース資産（純額） 9 6

建設仮勘定 2,599 456

その他（純額） 236 620

有形固定資産合計 10,105 9,933

無形固定資産 46 33

投資その他の資産

投資有価証券 8,513 8,096

長期貸付金 181 173

退職給付に係る資産 342 302

その他 249 219

貸倒引当金 △1 △1

投資その他の資産合計 9,285 8,790

固定資産合計 19,437 18,757

資産合計 35,886 40,086

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,926 7,965

短期借入金 2,786 2,226

１年内返済予定の長期借入金 1,819 1,629

未払法人税等 73 207

賞与引当金 238 278

その他 1,769 1,242

流動負債合計 11,613 13,549

固定負債

長期借入金 4,309 6,100

繰延税金負債 1,612 1,303

役員退職慰労引当金 77 83

退職給付に係る負債 1,850 1,926

その他 207 122

固定負債合計 8,057 9,536

負債合計 19,670 23,086

純資産の部

株主資本

資本金 5,660 5,660

資本剰余金 4,075 4,075

利益剰余金 3,727 4,427

自己株式 △0 △0

株主資本合計 13,463 14,163

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,304 2,063

為替換算調整勘定 △579 △297

退職給付に係る調整累計額 18 7

その他の包括利益累計額合計 1,743 1,773

非支配株主持分 1,008 1,062

純資産合計 16,216 16,999

負債純資産合計 35,886 40,086
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（単位：百万円）

 前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

 当連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

売上高 24,437 32,358

売上原価 19,879 26,473

売上総利益 4,557 5,884

販売費及び一般管理費 4,269 4,682

営業利益 287 1,202

営業外収益

受取利息 5 4

受取配当金 133 143

持分法による投資利益 244 179

補助金収入 － 150

為替差益 1 －

その他 87 41

営業外収益合計 473 519

営業外費用

支払利息 42 44

シンジケートローン手数料 － 43

研究所移転費用 － 21

為替差損 － 0

その他 13 22

営業外費用合計 55 132

経常利益 706 1,589

特別利益

投資有価証券売却益 162 63

特別利益合計 162 63

特別損失

固定資産除却損 18 11

減損損失 169 515

投資有価証券売却損 － 195

特別損失合計 187 722

税金等調整前当期純利益 680 930

法人税、住民税及び事業税 116 229

法人税等調整額 10 △180

法人税等合計 126 49

当期純利益 553 881

非支配株主に帰属する当期純利益 52 69

親会社株主に帰属する当期純利益 501 811

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：百万円）

 前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

 当連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当期純利益 553 881

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,138 △241

為替換算調整勘定 10 4

退職給付に係る調整額 64 △10

持分法適用会社に対する持分相当額 △15 277

その他の包括利益合計 1,198 30

包括利益 1,751 911

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 1,699 841

非支配株主に係る包括利益 52 69

（連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

株主資本 その他の包括利益累計額

非支配
株主持分

純資産
合計

資本金
資本

剰余金
利益

剰余金
自己株式

株主資本
合計

その他
有価証券

評価
差額金

為替換算
調整勘定

退職給付
に係る
調整
累計額

その他の
包括利益
累計額
合計

当期首残高 5,660 4,075 3,337 △0 13,074 1,167 △574 △46 546 975 14,595

当期変動額

剰余金の配当 △111 △111 △111

親会社株主に帰
属する当期純利
益

501 501 501

自己株式の取得 △0 △0 △0

株主資本以外の
項目の当期変動
額（純額）

1,137 △5 64 1,197 33 1,230

当期変動額合計 － － 389 △0 389 1,137 △5 64 1,197 33 1,620

当期末残高 5,660 4,075 3,727 △0 13,463 2,304 △579 18 1,743 1,008 16,216

（単位：百万円）

株主資本 その他の包括利益累計額

非支配
株主持分

純資産
合計

資本金
資本

剰余金
利益
剰余金

自己株式
株主資本

合計

その他
有価証券

評価
差額金

為替換算
調整勘定

退職給付
に係る
調整
累計額

その他の
包括利益
累計額
合計

当期首残高 5,660 4,075 3,727 △0 13,463 2,304 △579 18 1,743 1,008 16,216

当期変動額

剰余金の配当 △111 △111 △111

親会社株主に帰
属する当期純利
益

811 811 811

自己株式の取得 △0 △0 △0

株主資本以外の
項目の当期変動
額（純額）

△241 282 △10 30 53 84

当期変動額合計 － － 699 △0 699 △241 282 △10 30 53 783

当期末残高 5,660 4,075 4,427 △0 14,163 2,063 △297 7 1,773 1,062 16,999

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）

当連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）
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（単位：百万円）

 前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

 当連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 680 930

減価償却費 631 766

賞与引当金の増減額（△は減少） △6 40

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1 6

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △86 18

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 95 65

受取利息及び受取配当金 △138 △148

支払利息 42 44

持分法による投資損益（△は益） △244 △179

固定資産除却損 18 11

減損損失 169 515

投資有価証券売却損益（△は益） △162 131

売上債権の増減額（△は増加） △556 △2,887

棚卸資産の増減額（△は増加） 610 △1,572

仕入債務の増減額（△は減少） 452 3,038

その他 △352 127

小計 1,153 910

利息及び配当金の受取額 299 317

利息の支払額 △42 △44

法人税等の支払額 △156 △105

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,253 1,078

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） △1 △3

有形固定資産の取得による支出 △1,932 △1,783

無形固定資産の取得による支出 △1 －

投資有価証券の取得による支出 △1 △151

投資有価証券の売却による収入 232 375

貸付けによる支出 － △33

貸付金の回収による収入 11 9

その他 △12 △16

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,707 △1,602

（４）連結キャッシュ・フロー計算書

- 9 -

新日本理化株式会社(4406) 2022年３月期 決算短信



（単位：百万円）

 前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

 当連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 400 △560

長期借入れによる収入 2,600 3,552

長期借入金の返済による支出 △2,346 △1,999

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △3 △3

配当金の支払額 △110 △111

非支配株主への配当金の支払額 △19 △15

自己株式の取得による支出 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 519 861

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 67 340

現金及び現金同等物の期首残高 2,921 2,988

現金及び現金同等物の期末残高 2,988 3,329
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサー

ビスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これにより、有償支給取引につい

て、従来は、有償支給した支給品について消滅を認識しておりましたが、支給品を買い戻す義務を負っている場

合、当該支給品の消滅を認識しない方法に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の期首

の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当連結会計年度の損益に与える影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高への影響もありま

せん。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新

たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる、連結財務諸表への影響はありませ

ん。

（セグメント情報）

当社グループは、化学製品の製造販売を主な事業とする単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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項目
前連結会計年度

（自　2020年４月１日
至　2021年３月31日）

当連結会計年度
（自　2021年４月１日

至　2022年３月31日）

１株当たり純資産額 407円87銭 427円44銭

１株当たり当期純利益 13円46銭 21円76銭

項目
前連結会計年度

（自　2020年４月１日
至　2021年３月31日）

当連結会計年度
（自　2021年４月１日

至　2022年３月31日）

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 501 811

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益

（百万円）
501 811

普通株式の期中平均株式数（千株） 37,285 37,284

項目
前連結会計年度

（2021年３月31日）
当連結会計年度

（2022年３月31日）

純資産の部の合計額（百万円） 16,216 16,999

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） 1,008 1,062

（うち非支配株主持分（百万円）） (1,008) (1,062)

普通株式に係る期末の純資産額（百万円） 15,207 15,936

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通

株式の数（千株）
37,285 37,284

（１株当たり情報）

（注）　潜在株式調整後１株当たり当期純利益につきましては、潜在株式がないため記載しておりません。

(1）１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

(2）１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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４．その他

（１）役員の異動

　役員の異動につきましては、2022年５月12日に開示しております「役員人事に関するお知らせ」を参照ください。
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